
鷹議事鷺人雪ザ 
一 麟夢・メ」夢一一 9 月30日現在（）内は前回比, 
響ー餓,No・1058 男23,581(+1） 女26, 571（士自

世帯18, 920(+14） 計50, 152『 

10月19日、五所川原市・金木町・市浦村の三市町村は、プラザマ

リュウ五所川原において合併調印式を行い、蝦名武副知事ら立ち

合いの下、成田市長、鳴海義男町長、高松隆三村長が調印した協定

書を交わしました。これを受け臨時議会を開き、合併関係議案が

可決され、正式に新「五所川原市」の誕生が決まIJ ました。 
今後は、来年 3 月28日の合併に向け三市町村の事務ー元化を行

うとともに、市民が合併を身近に感じられるよう努めていきます。 



五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
で
は
、
十
月
十

八
日
か
ら
一
一
十
四
日ま
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

展
開
し
、
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
 

運
動
期
間
に
先
立
っ
て
十
五
日
、
女
性
消
防
団

員
と
五
所
川
原
消
防
署
員
が
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
の
火
の
元
や
ガ
ス
周
り
な
ど
を
点
検
し
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
活
動
か
ら
力
強
い
協
力
者
と

し
て
五
所
川
原
警
察
署
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営

業
所
及
び
五
所
川
原
ガ
ス
株
式
会
社
の
職
員
が
同

行
し
、
プ
ロ
の
目
で
約
二
十
カ
所
を
点
検
し
て
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
二
十
日
に
は
、
原
田
千
彰
さ
ん

（
五工
高
 

3
年
）
、藤
森
泰
生
さ
ん

（
五農
高
3
年
）
、七
一戸

梢
さ
ん

（
五
一高
3
年
）
、太
田
剣
志
郎
さ
ん
（
五

東
高
2
年
）
、泉
友
也
さ
ん

（
五
商
高3
年
）
の高

校
生
五
人
が
「
一
日
消
防
官
」
を
務
め
、
救
命
講

習
や
防
火
衣
を
着
て
の
放
水
訓
練
を
受
け
、
消
防

官
の
職
務
に
感
心
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
市
内
十
二
の
保
育
園
、
幼
稚

園
か
ら
な
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
五
所
川
原
地
域

防
災
協
会
の
皆
さ
ん
約
四
百
人
に
よ
る
防
火
パ
レ
 

ー
ド
が
行
わ
れ
、
大
き
な
声
で
「
火
の
用
心
」
を

呼
び
か
け
、
沿
道
か
ら
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

あ
む
た
の
突
の
癒
臓
鷺
金
で
かン
か？
 

秋
の
火
災
予
防

運
動
を

展
開
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●

園
児
も
参
加
し
街
頭
パ
レ

ー
ド
 

●

火
の
元
は

大
丈
夫
で
す
か
 

原
田
さ
ん
、
 

一
二
一
 

藤
森
さ
ん
、
七
戸
さ
ん
、
太
田
さ
 

技
能
五
輪
全
国
大
会
に
参
加
 

フ
ーフ
ワ
ー
装
飾
の
部
 

セ
い
ド
（
三
日
月
型
の
花
）
を
作
る
馴
習
吃
 

皆
さ
ん
は
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

二
十
三
歳
以
下
の
青
年
技
能
者
が
機
械
業
や
建
築
業
な
ど
の
四

十
二
の
競
技
種
目
で
高
度
な
技
を
競
い
合
う
全
国
大
会
で
す
。
 

こ
の
大
会
に
市
内
で
は
初
め
て
、
挑
戦
す
る
若
者
が
い
ま
す
。
 

ア
レ
ン
ヂ
フ
ラ
ワ
ー
に
勤
め
る
花
田
憲
一
郎
さ
ん
（2
1）
です
。
 

今
年
彼
は
、
優
秀
な
成
績
で
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
の
国
家
試
験
に

合
格
し
、
岩
手
全
国
大
会
（
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
小

さ
い
時
か
ら
家
業
で
あ
る
花
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
花
田
さ
ん

は
、「自
分
が
作
っ
た
花
東
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
を
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
 

大
会
へ
の
抱
負
を
聞
く
と
「
充
分
に
練
習
し
ま
し
た
。
同
じ

年
代
の
中
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
が
分
か
ら
な
い
が
頑
張
っ
て
き

ま
す
」
と
ま
た
、
「専
門
学
校
時
代
出
た
い
と
思
っ
た
大
会
で
す
。
 

こ
の
大
会
を
も
っ
と
P
R
し
、
同
じ
志
を
持
っ
た
人
に
は
ぜ
ひ

と
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

十
月
二
十
三
m

・
二
十
四
日
の
全
国
大
会
で
は
、
参
加
四
十

一
選
手
の
な
か
十
二
位
と
健
闘
し
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

h
奇
ち
』携
、
光
て
 

歩
み

半
世
紐
 

十
月
二
十
一
百
、
平
成
十
六
年
度
市

合
同
金
婚
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
 

結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
た

（昭
和
二
十

九
年
に
婚
姻
）
四
十
組
の
ご
夫
婦
に
、
 

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
市
長
が
、「市
制
も
施
行
さ
れ

五
十
年
、
市
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
心
豊
か
で
幸
多
い
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
顕
彰
者
を
代

表
し
て
野
呂
圃
四
郎
さ
ん
、
ミ
ツ
さ
ん
 

）」
夫婦
が

「お
礼
e
言
葉
」
を
、
松
山

興
七
郎
さ
ん
、
良
さ
ん
ご
夫
妻
が
「
結

婚
五
十
年
の
歩
み
」
を
述
べ
、
出
席
者

か
ら
共
感
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

,
 



G」、 
駿訓きで何が当たったカ‘な？扇 

第
2
1回
 

「」
し
ょ
が
わ
ら
 

産
業
ま
つ

り
 

十
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
、
つ
が
る

克
雪
ド
ー
ム
で
第
二
十
一
回
ご
し
ょ
が
わ

ら
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市

民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
新
鮮
野

菜
や
西
北
五
地
域
の
特
産
品
を
買
い
求
め
、
 

福
引
き
ゃ
各
種
コ
ー
ナ
ー
の
ク
イ
ズ
に
挑

戦
、
盆
栽
と
菊
の
展
示
を
鑑
賞
し
た
り
、
 

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

「シ
ル
バ
ー
の
日
」
街
を
き
れ
い
に
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
 

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
十月
十
三
日
（十
月
の
第
二
水
曜
日
）
、五
 

所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
百
二
十
人
が
 

参
加
し
て
市
役
所
周
辺
及
び
岩
木
川
河
川
敷
の
ご
み
拾
い
を
し
 

ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
が

こ
の
時
期
に
清
掃
 

奉
仕
活
動
を
行
う

の
は
今
年
が
三
年

目
で
、
慣
れ
た
様

子
で
火
ば
さ
み
を

使
い
分
別
し
な
が

ら
ご
み
を
拾
っ
て

い
ま
し
た
。
 

8
0歳
で
こ
の
日

最
年
長
の
宮
越
11
1
 

郎
さ
ん
（
雛
田
）
は
、
 

「散
歩
が
好
き
で

よ
く
出
か
け
ま
す

が
、
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
ご
み
を
見
か

け
る
ん
で
す
。
少

し
で
も
き
れ
い
な

街
に
な
る
よ
う
に

と
の
気
持
ち
か
ら
、
 

清
掃
奉
仕
に
毎
回

参
加
し
て
い
ま
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
 

た
。
 

善
意
の
花
か
こ
 

5
ど
つ
も
あ
り
が
と
う
rJ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
（市
田
緑
理
事
）
 

H
五
千
円

（
平和
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支
部
（
菊
池
宗
雲
支
部

長
）
H
二
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
委
員
会
 

（
今信
則
委
員
長
）
H
二
万
九
千
五
百
一
干
円
（

.
 

中
祭
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

〇
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
五
所
川
原
西
営
業

所
（
近
藤
智
所
長
）
H

一
万
五
百
円

（
社員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
貢
献
の
寄
付
金
）
。
 

〇
小
田
川
き
さ
さ
ん
（
上
平
井
町
一
一
）
H
三
万
円
。
 

⑨
市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ
 

〇
進
友
会
（
平
川
進
会
長
）
 
・
株
式会
社
阿
部
工
務

店
（
阿
部
祐

一
代
表
取
締
役
）
H
十
万
円

（
進
友

会
ゴ
ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ヲ
ノ
ぺ
益
金
）
。
 

寄付をする阿部さん 
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H 14.3 	1115.3 	1116.3 

4,000 
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2,000 

9' 	1.000 

0 

6,429 6,417 

ロ75歳以上 ■ 65歳以上75歳未満 

7,000 

6,000 

5,000 
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H 12.1 H 13.3 

9,786人 

6,118 

10,124人 

6,251 
9,489人 

5,993 

1.3H 

10,803人 10,537人 

サービス区分 平成15年度（件数〕 平成14年度（件数） 増加率（%) 

」
 

 

訪 	問 	介 	護 4,446 4,356 2.07 

訪 	問 	入 	浴 288 244 18.03 

訪 	間 	看 	護 892 878 1.59 
訪問リハビリテ一ション 39 50 一22.00 

仕
 
宅
 
サ
 
ー
 
ビ
 
ス
 

通 	所 	介 	護 8,992 7,661 17.37 

通所リハビリテ一ション 4,486 4,214 6.45 

福 祉 用 具 貸 与 2,332 1,933 20.64 
短期入所サ一ビス 755 829 -8.93 

居宅療養管理指導 549 719 -23.64 

痴呆対応型共同生活介護 955 418 128.47 

特定施設入所者生活介護 0 6 
居 宅 介 護 支 援 14,274 13,043 9.44 

福祉用具購入費 118 154 -23.38 

住 宅 改 修 費 107 116 -7.76 

施
《
 
 

介護老人福祉施設 2,110 2,170 -2.76 
一サ
ー
ビス
 

介護老人保健施設 1,609 1,537 4.68 

介護療養型医療施設 1,118 1,159 354 

図-1 第1号被保険者数（厚生労働省介護保険事業状況報告値） 

平成15年度の介護保険事業の

費用や利用状況についてお知ら

せいたします 

当巾の人口は高齢化がすすみ、65歳以上の

第1号被保険者数も増加してきており、特に 

75歳以上の人口の伸び率が高くなっていま

す。（図一 1) 

また要介護認定者数も年々増えており、い

ずれの介護度の認定者数も増加の傾向にあり

ますが、特に要支援、要介護1の軽度の認定

者数の増加が顕著です。（図 2) 

サービスの利用状況では、施設サー 

図-2 要介護認定者数（厚生労働省介護保険事業状況報告値） 

1,321人 ・321人
一 ー ー‘

1 ロ要支援 

ビス利用者はほぼ横ばいですが、在宅 H 12.4 331 360 … 179'134,158■159I 圏要介護 1 

サービス利用者が総数の約8割近くを ■ 要介護 2 
1,434人 

■ 要介護 3 

252 427 、~ 圏 
占め、現在も増加傾向にあります。 

H 13.3 ■ 要介護 4 
（図 	3) ■ 要介護 5 

~ 1,631 A 

また、介護サービスの種類では、通 H 14.3 273 533 I四 皿 囲 囲 

所介護や訪問入浴、福祉用具の貸与が 1,719人 

増え、特に痴呆対応型共同生活介護（グ H 15.3 314 、〕 I 298 	183 	168 	179 

ループホーム）の利用の増加が著しく 1,888人 

， なっています。（表 	1) 
H 16.3 362 6061 

人 

400 800 	1200 	1600 	2000 

図―3 介護サービス利用者数 （厚生労働省介護保険事業状況報告値） 	表― 1 介護サービス利用状況 （厚生労働省 介護保険事業状況報告値） 

1.400 
■ 在宅サービス 

と■鯖蕪ビス 利用者数 
1,689人 

1 ,291 
1,560人 Eこ］施設サービス 

1,200 利用者数 1 ,151 
1,388人 

1,000 

1,322人 1,0叫 

ョ1,191人ー 943 

819 
800 

600 

400 
372 	379 384 409   

200 

~ ~ ~ 

H 12.4 	H 13.3 	H 14.3 	H 15.3 	H 16.3 
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× 平腐15年度介護饗灘鷺鳶入歳並頗嬰み） 

財政安定化基金
拠出金 

審査支払手数料 
0,17% 

問い合わせ先 介護福祉課 内線271~ 275 

歳 出 区 分 支 出 額 

施設サー ビス費 1,520,898,140円 

在宅サービス費 1,234,191,131円 

福祉用具購入費 2,016,926円 

住 宅 改 修 費 10,168,703円 

高額介護サービス費 26,569,099円 

審査支払手数料 4,984,276円 

財政安定化基金拠出金 3,037,531円 

財政安定化基金償還金 75,773,334 P1 
国県負担金返還金 3,937,975円 

計 2,881,577,115円 

高額介護サービス費 
0.92% 

歳 出~ 

福祉用具購入費 
0.07% 

財政安定化基金
償還金 

2.63% 

国県負担金返還金 
0.14% 

保険給付費は、施設サービス費の割合が昨年より

減少し、在宅サービス費の割合が年々増加してきて

おり、今後も伸びていくものと見込まれます。 

また、歳計剰余金については、平成16年度に介護

保険財政調整基金に繰り入れし、今後の給付費財源

の不足に充てることとしています。 

歳 入 区 分 収 入 額 

国 	負 	担 	金 576,560,306円 

調整交付金（国） 151,893,000円 

県 	負 	担 	金 343,600,959円 

市 	負 	担 	金 349,847,886 P1 

40歳～64歳保険料 894,669,306 P1 

65歳以上保険料 549,687,502 P1 

財政安定化基金借入金 74,000,000円 

介護保険財政調整基金繰入金 3,987,000円 

計 2,944,245,959円 

保険給付費の増加により、歳入の不足を

補うため、青森県財政安定化基金より借入

をしました。 

歳 入 

財政安定化 	介護保険財政 
基金借入金 	調整基金繰入金 

2.51% 	 0.14% 

調整交付金 

（国） 
5.16% 

⑥介護保険料は介護サービスの貴重な財源です。 

⑨介護保険 は 自 立支援のサー ビスです。 

⑥正しい理解で必要なサービスを効果的に利用しましよう。 

5 平成16年11)1 1日 	五所川原市役所 公35-2111 



こ
ど
も
郷
土
芸
能
 

フ
ェ
ス
タ
2
1
 

明
日
へ
伝
え
る
郷
土
の
舞
 

生
涯
学
習
課
 
内
線

5
5
5
 

財
労
災
年
金
福祉
協
会
青
森
労
災年
金

相
談
所
 
合

0
1
7
（
川）
7
5
71
 

納
税
作
品
を
展
示
し
ま
す
 

収
納
課
  

内
線
4
3
7
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
 (
Z
(
b
 

相
続
税
・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
1
0日
困
 
9
時
3
0分

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公
（3
4)
21
0
8
 臓
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
痴

呆
や
介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
1月
1
2日
圃
、
3
0日
因
  
1
3、
1
4時
 

県
内
の
民
俗
芸
能
の
伝
承
活
動
に
参

加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
7
団
体
が
、
 

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
 

当
市
か
ら
は
漆
川
獅
子
舞

（
漆川
若
獅

子
会
）
が
出
場
。
五
所
川
原
甚
句
（
同

保
存
会
）
の
特
別
出
演
も
あ
り
ま
す
。
 

●

1
1月
2
1日
回
1
0時
3
0分

、
1
5時
3
5分

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
入

場
無
料
 

労
災
補
償
全
般
に
関
す
る
各
種
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
無
料
。
 

◇
相
談
内
容
 
労
災
の
年
金
・
介
護
、
 

生
活
問
題
、
心
配
ご
と
、
仕
事
の
疲

れ
か
ら
く
る
健
康
・
精
神
的
悩
み
、
 

過
労
死
な
ど
に
つ
い
て
 

市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
納
税
に
つ

い
て
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
応
募

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
選
作
品

の
ほ
か
、
「税
に
関
す
る
川
柳
」
も展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●1
1月
1
3日
田
、
1
4日
回
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
l
階
 

西
側
中
央
入
口
付
近
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線

3
5
3
 

●

1
1月
1
0日
困
・
2
4日
困
 

1
1時
4
5分

、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
…
地
元
の
梅
で
作
っ
た
 

梅
漬
け
、
漬
け
物
、
焼
き
肉
の
た
れ
 

や
お
餅
な
ど
0
 

(0
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成16年11月 1日 

【
今月
の
相
談
日
】
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
9
日
因

・
2
4日
困
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
 0
〔乙

行
政
な
ど
（
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
1日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

1
1月
2
5日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
 

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
1
5
21
3
 

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
6
5歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万
一
の
と
き

の
障
害

・
遺
族
基礎
年
金
な
ど
を
受
給

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

今

一
度
納
め
忘
れ
が
な
い
か
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
も
し
、
納
め
忘
れ
た
期

間
が
あ
っ
て
も
2
年
以
内
で
あ
れ
ば
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
も

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
国
民
年
金
係
ま
で
 

）」相
談
く
だ
さ
い
。
 

第
⑩
回
 

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
 

五
所
川
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
 

推
進
協
議
会
 
内
線

5
6ー
 

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
 ご
家

族

・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
2
7日
田
 
受
付
8
時
3
0分
 

開
会
式
9
時
 
市
民
体
育
館
 

◇
公
開
競
技
 

①
キ
ン
ボ
ー
ル
②
室
内
用
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
ゴ
ル
フ
③
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
④
ニ
 

チ
レ
ク
ボ
ー
ル
⑤
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
 
 

球
⑥
イ
ン
デ
ィ
ァ
カ
⑦
ソ
フ
ト
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
⑧
ト
ス
ボ
ー
ル
 

そ
の
他
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
紹
介
。
 

※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
は
参
加
 

賞
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
申
込
み
 
当
日
会
場
で
受
付
。
 

平
成

1
7年度
「
看
護
学
生
」
 

募
集
（
2
年
課
程
夜
間
定
時
制
）
 

市
立
高
等看
護
学
院
 
費
3
4)2
71
5
 

◇
募
集
人
員
 
4
0
 

◇
修
業
年
限
 
3
年
 

◇
受
験
資
格
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
 

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
准
看
護
師

の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
准
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方
 

③
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
平
成
1
7年
3
月

准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
見
込
み
の

方
 

④
平
成
1
7年
3
月
に
高
等
学
校
衛
生
看

護
科
を
卒
業
見
込
み
の
方
 

◇
入
学
試
験
 

試
験
日

…
1
7年
1
月
2
7日
困
 

試
験
科
目
…
看
護
全
般
、
現
代
国
語
、
 

英
語
、
面
接
 

願
書
受
付
期
間

…
1
7年
1
月
4
日
因
 

、
1
月
1
4日
岡
 
当
日
必
着
 

名 

,
 

,
 



飯
詰
秋
ま
つ
り
二
〇
〇
四

公
（
3
7)
2
7
0
7
 

長
峰
 

室
内
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
教室
 

五
所
川
原
テ

ニ
ス
協
会
 

公
（
3
4)3
1
8
8
 
角
田
 

第
9
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
交
歓
会
 参
加
者
募

集
 

年
末

調
整
説
明
会
 

五
所
川
原
税
務
署
法
人
課
税
部
門
（
源泉
 

所
得
税
担当
 

費
3
4)
m
N
7
9
 

「離
転
職
者
」訓
練
生
募
集
 

青
森

職
業
能

力
開

発
短

期

大
学
校
 
公
（
3
7)
3
2
0
ー
 

い
ろ
い
ろ
な
催
物
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
7
日
回
 
1
0時

、
1
5時
 

テ
ー
マ
 
「和
気
あ
い
あ
い
」
 

×
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飯
詰
住
民
協
議
会
で
「
飯
詰
秋
ま
つ

り
二
〇
〇
四
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
6
日
田
 
9
時
、
1
7時
 

7
日
回
 
9
時
、
1
5時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

◇
催
物
．
農
林
産
物
販
売
、
岡
田
佑
子
 

・

田
辺
裕
子
・
野
宮
義
隆
絵画
展
、
 

飯
詰
地
区
秘
蔵
鉢
物
展
、百
円
コ

ー
 

ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット
な
ど
（
昨

年
ま
で
実
施
し
て
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
飯
詰
は
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
）
。
 

五
農
一I
I
生
徒
の
心
が
 

こ
も
っ
た
味
と
香
り
を

お
届
け
し
ま
す
 

生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て
た
花
。
 

米
・
り
ん
ご
・
ジ
ャム
の
詰
め
合
わ
せ

を
“
ゆ
う
パ
ッ
ク
）
でお
送
り
し
ま
す
。
 

(
mフ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
 

シ
ク
ラ
メ
ン
5
号
鉢
を
2
鉢

（
花色

が
異
な
る
2
種
類
）
。価
格
囲
円

（
全

国
均
一
郵
便
送
料
・
消
費
税
込
み
）
 

翻
個
限
定
販
売
。
1
1月
中
旬
発
送
予

定
。
 

②
五
農
ゆ
う
ぱ
っ
く
 

つ
が
る
ロ
マ
ン
5
聴
紙
マ
ル
チ
栽培
、
 

無
袋
ふ
じ
8
、
1
0個
、
赤
、
い
り
ん

ご
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
イ
チ
ゴ
ジ
ャ

ム
詰
め
合
わ
せ
各
1
個
。
価
格
綱
円
 

（
全国
均
一
郵
便
送
料
・
消費
税
込

み
）
期
個
限
定
販
売
。
1
2月
上
旬
発

送
予
定
。
 

※
申
込
用
紙
等
は
市
内
各
郵
便
局
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

雪
の
里
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
K
L
ラ
 

第

4
回
定

期
演
奏
会
 

事
務
局
 
費

（3
5)1
0
8
1
 
高
橋
 ●

1
1月
2
8日
卿
 

開
場
1
4時
 
開
演
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

司
会
／
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
坂
 

本
睦
子
 

◇
入
場
料
 
期
円
（幼
児
無
料
）
 

冬
季
の
室
内
テ
ニ
ス
（
硬
式）
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
大
歓迎
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

毎
週
土
曜
日
 
1
1月
1
3日
開
始
 

小
学
生
 
1
0時

、
1
2時
 

一
般
 
7
時

、
9
時
 

市
民
体
育
館
 

五
所
川
原
ウ
ォ

ー
ク
ス
イ

ミ
ン
グ
の
会
 
会
員
募
集
 

公
（
3
5)
6
1
3
7
 

八
木
橋

公
（
3
4)
2
7
1
2
 

平
川
 

水
の
中
で
の
運
動
は
、膝
や
腰
へ
の

負
担
が
小
さ
く
、
楽
し
く
全
身
運
動
が

で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を

感
じ
る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症等
が

気
に
な
る
方
、
き
れ
い
に
痩
せ
た
い
と

お
考
え
の
方
、
会
員
に
な
っ
て
一
緒
に

心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●

毎
週
木
曜
日
 
1
1時
1
5分

、
1
2時

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原

※
会
費
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
先
 
八
木
橋
ま
た
は
平
川
ま
で
 

大
会
事
務
局
 
ス
ポ

ー
ツ
オ
フ
ィ
ス

公
・
献
（3
3)
24
8
5
 

●

1
1月
2
8日
回
 
南
小
学
校
体
育
館
 

◇
内
容
（
組
別
）
 

▼
女
子
の
部
 

・

3
5歳
ま
で
の
女
性
 

・

3
6歳
以
上
の
女
性
 

▼
ト
リ
ム
の
部
 

・

3
9歳
ま
で
の
男
性
2
名
と
女
性
2
名
 

・

4
0歳
以
上
の
男
性
2
名
と
女
性
2
名

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
0日
困
 

源
泉
徴
収
義
務
者
（
の
年
末調
整
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
正
し
い
計
算
の
た

め
、
ぜ
ひ
説
明
会
へ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
8日
困
 

1
0時
、
法
人
 

1
3時
3
0分

、
個
人
白
色
申
告
 

オ
ル
テ
、
イ
ンァ
 
小
ホ
ー
ル
 

休
日
の
窓
口
開
設
 

平
日
の
夜
間
窓
口
延
長
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

公
（
3
4)3
1
4
ー
 

1
1月
は
「
県
税
納
税
推
進
月
間
」
で

す
。
窓
口
を
次
の
と
お
り
開
設
・
延長

し
税
の
納
付
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

◇
開
設
 
1
1月
7
日
回

・
1
4日
回
 

8
時
3
0分

、
1
7時
1
5分
 

◇
延
長
 
1
1月
8
日
囲
、
1
2日
国
 

8
時
3
0分

、
2
0時
 

一
日
技
能
教
室
（無
料
）
 

青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
 

木
造
校
 

。
（4
2)2
4
2
4
 

実
技
体
験
を
通
じ
て
簡
単
に
で
き
る

技
術
を
体
得
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
技

術
専
門
校
の
訓
練
内
容
を
理解
し
て
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 

●

1
1月
1
9日
国
 
9
時

、
1
2時

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
木
造
校

①
溶
接
科
コ

ー
ス
（
焼
き
肉鉄
板
製
作
）
 

②
建
築
科
コ

ー
ス
（
ミ
ニ
ベ
ン
チ
製
作
）
 

③
配
管
科
コ

ー
ス
（
鉢
上
げ
台
製
作
）
 

※
作
業
が
で
き
る
服
装
と
上
履
き
が
必

要
。
作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
 

◇
定
員
 
各
コ
ー
ス
2
0名
 

◇
申
込
方
法
 
1
1月
1
0困
、
1
5日
囲
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

1
月
の
訓
練
生
募
集
は次
の
と
お
り
。
 

●

ォ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
（
事
務
）
科
 

定
員
2
5名
 

◇
訓
練
期
間
 
3
カ
月
間
 

◇
対
象
者
 
雇
用
保
険
受
給
者
 

◇
募
集
期
間
 

1
1月
1
7日
困

、
1
2月
8
日
困
 

◇
申
込
先
 
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
 

所
（
電
話
で
の
申
込
み
不
可
）
 

◇
選
考
方
法
 
面
接
と
書
類
 



土木課管理 ,. 
内線304・306 地域雪寄せ場事業 

～空き地を利用して地域住民の雪寄せ場に～ 

地球 仏防血圏閥会 
環境対策課内線231・233 

地域からすすめる地球温暖化防止みんなができることを考えよう！ 

11月9日は『』9 9番の 同』 
五所川原消防署 TEL35-201 9 

自衛 ・生徒募集 -17歳未満男子～ 

    

自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所 1EL35-2305 

市では、住宅密集地に空き地を所有されている
方のご協力により、付近住民が投雪できる雪寄せ
場として貸し付けした場合、固定資産税の一部を
減免する『地域雪寄せ場事業』を今年度より実施
します。 
◇条件 
①町内会に雪寄せ場として、無償で土地を貸すこと。 
②町内会と使用貸借契約書を締結すること（契約

書は土木課で用意します）。 
③地域住民が広く利用できる場所であること。 
④期間は原則として、その年の12月1日から翌年 

3 月31日までの 4 カ月間。 
◇固定資産税の減免割合 
雪寄せ場部分の固定資産税の 3分の 1を減免。 

◇申請方法 
~ ①申請したいと思う方は、雪寄せ場として使用で 
て 

	

	きる候補地がある場所の町内会長に申し出て申 
請書を受け取り、必要事項を記入の上、町内会
長に提出してください。それを受けて土木課で
候補地の審査をしたのち町内会長に審査結果を
連絡しますので、適合の方は町内会長と契約書
を取り交わしてください。 

②申請書の受付期間は、11月 1日（月）から11月30日
因まで。 

● ii月 7 日（日） 13時30分～15時（入場無料） 
五所川原地域職業訓練センタ-1階大ホール 

◇講師 NPO地域づくり工房代表理事 
~ 	 傘木広夫氏 

◇主催 青森県、青森県地球温暖化防止活動 
推進員西北五連絡協議会 

あおもり女性大学では、女性の自立と社会参画
を促進するために、専門的で幅広い学習の機会を
提供しています。男女問わずどなたでも参加でき 

ます。 
テーマ 	地方分権について 

かすが おさむ 

講 師 	春日 修 （弘前大学助教授） 
日 時 	11月20日田 13時～15時 

会 場 	働く婦人の家 

受講料 
※事前申込不要。直接会場にお越しください。 
あおもり県民カレッジ単位認定講座です。 

間い合わせ先 
青森県男女共同参画センター 公017-732-1085  

全国的には死亡事故が昨年よりも減少傾向にあ 
る中で、本県では10月13日の時点で死者が昨年よ 
りも15人も多い84人となっており、死者増加率は 
全国ワースト 4 位’という残念な結果となっていま 
す。 
五所川原警察署管内でも死者は4人で、昨年よ 

りも 2人多い状態が続いています。 
そこで、県警察では10月20日から「交通死亡事故 
多発非常警報」を発令し、死亡事故に歯止めをか 
けるため、交通安全広報活動のほか、日中及び夜 
間の交通取締りを徹底することとしています。 
車を運転する際は 

〇まずはシートベルト 
〇安全速度を守る 
〇交差点では安全確認 
〇脇見・漫然運転をしない 

よう心掛け、思いやりを持った 

運転をしましょう。 
みんなでルールを守り 
事故のない安全な街を 

つくりましょう！! 

119番はいざというとき、皆さんと消防を結ぶ
大切なダイヤルです。119番にかけたものの肝心
の居場所を言わずに切ってしまう、気が動転して
自分の住所も言えないなど平常時には考えられな
い通報がよくあります。 

正しい119番通報が、迅速・的確な消防活動に
つながります。いざというときに備え、電話機の
そばに自宅の住所や電話番号などの必要事項を書
いたメモを貼っておくなど、普段から落ち着いて
正確な通報ができるように心がけてください。 
火災の問い合わせ 公(34)2323 
医療案内電話 	fi (34)4999 

自衛隊では、平成17年度自衛隊生徒を募集して
います。修業年限 4 年（生徒教育 3年終了時に高
等学校の卒業資格を取得）。卒業時 3等陸・海・

空曹に昇任します。給与・手当を支給されながら
教育を受けられる魅力的な制度です。 
◇応募資格 平成17年4月1日現在、15歳以上17歳
未満（昭和63年4月2日から平成 2年 4 月1日ま

での間に生まれた者）男子で中学校卒業者（平

成17年 3月卒業見込みを含む） 
◇受付期間 
11月1日（月）～平成17年1月11日因 当日必着 

◇試験 平成17年1月15日田 
五所川原地域職業訓練センター 
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活動紹介め.32 

美味しい手作りおやつ。託児（無料）もありますので、 

ぜひご参加ください。 

日 時 11月9日因 13時～15時 

場 所 市働く婦人の家 調理室 

講 師 若葉保育園調理師大久保恵美子氏 

内 容 『ワクワクしちゃうねクッキング』 

持ち物 ェプロン・三角巾・筆記用具 

材料費 約500円前後 

申込締切 先着30名 

申込先・随時会員募集 公35-8953 

)催物案内 
-Il 

夏］21りいシ色戸11 
ふるさと交流圏民セソョ一 

月0 
TEL33 -21 

日 曜 日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

n
く
。
  

水 第 8回西北五の教育を考える集い 14 : 00 前売 500円
当日 700円 

6 土 第 8回五十嵐由香ビアノ教室発表会 13 : 00 無 料 

7 日 西北五民俗芸能フエア 13 】 00 無 料 

14 日 
第14回青森県民文化祭参加
第45回青森洋舞合同公演 

15 】 00 無 料 

16 火
  

宝くじ文化公演 

五所川原市市制50周年記念事業 
グレン・ミラーオーケストラ演奏会 

18 】 30 
全席指定 

S席 3,000円 
A席 2,500円 

21 日 こども郷土芸能フエスタ21 10 : 30 無 料 

28 日 
雪の里ウインドオーケストラ
第 4回定期演奏会 

14 : 30 前売・当日 
500円 

小
 

ホ
 
ー
 
ル
 

ハ
く。
  

水 
Music Concert 
福田ビアノ教室・さくらピアノ教室 

13 : 00 無 料 

5 金 アカネバレエ五所川原教室発表会 19 : 00 無 料 

6
  

土 
ピアノ発表会 

山中・原田・伊藤ピアノ教室 
13 : 30 無 料 

11 木 雇用保険業務取扱等説明会 
10 : 00 
13 : 30 

関係者 

17 水 
平成16年分年末調整等説明会 

10 : 00 
13 : 30 

関係者 
18 木 

19 金 
五所川原市連合PTA創立 

50周年記念式典及び記念講演 
17 : 30 無 料 

23 火 
Music Concert 

14 : 00 無 料 
清野・長尾音楽教室 

24 水 平成16年度整備主任者研修 13 : 30 関係者 

27 土 なおみ保育園 おゆうぎ会 9 : 30 無 料 

28 日 ピアノ発表会 14 : 30 無 料 

子主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

分ら⑨お知ら＠ 
宇｛劃ら貿］F誠！院〕雁廻う 

利用時間 火～金曜日 9時30分～18時 

土・日曜日 9時30分～17時 

11月の休館日 

毎週月曜日と 3 日困、18日困、 23日因 

おはなし会 テーマ 「あな」 

11月20日田 13時30分～14時30分 

公民飼分ら⑨お知喝＠ 
宇｛3ら3ち-bOちb 

みんなのギャラI)ー展示紹介 

。岩谷朴仙 第三回「漢字かな交じり書展」 

五所川原市名誉市民である増田桓一氏による 

句集「幼名」からの漢字かな交じり書展です。 

11月10日困～17日困 2階ギャラリー 

※ギャラリー展示希望の方は、お気軽に中央公民 

館までご連絡ください。 

家族ご映画を楽しお会 ～ II月 

障害にもめげず、しっかり目標を持ち、努力し

明るく強く生きる少女の16ミリ映画『あしたの空

は青い空』、恒例の『日本昔ばなし』より「よく

ばり和尚」「牛方と山んI幻他をお楽しみください。 

◇日時 11月27日（ ) 10時～11時30分（無料） 

平成lb年度公民館祭 

中央公民館で行われている「みんなの教室」と、 

各種サークルの皆さんによる発表が開催されます。 

◇日時】11月19日国 15時～21時まで 

20日田 9時～15時まで 

『みんなの教室』は14教室~~ 

教 室 名 講 師 教 室 名 講 師 

スポーッ教室 藤田妙子 書 道 教 室 時田智子 

遠州流茶道教室 鈴木宗肇 着付け教室 鶴谷公美子 

小原流生け花教室 斎藤光麗 中国料理教室 長尾伊津 

盆 栽 教 室 山本善蔵 中国語教室 笠井昇敏 

パッチワーク教室 鹿内喜知子 英会話教室 古川信夫 

手編み教室 島村恵美子 太極拳教室 楠美祥雄 

囲 碁 教 室 岩城徳男 軽スポーッ教室 成田博昭 

ステージ発表の部 

発表時間の変更もありうることをご了承ください。 

口11月19日岡 口11月20日田 

日舞藤都流 たんぽぽコーラス 10 :00 -40 :30 
竹志会（尺八と琴） 16:30- 17:00 着付け教室 10 :30 -11 :00 
竹の会（尺八） スポーツ教室 11 :15 -11 :45 
太極拳教室 空と羽（ウクレレ） 12 :00 -12 :30 
宝生会（謡曲） スポーツ教室 13 :00 -13 :30 
英会話教室 日舞彩扇会 13 :45 -44 :45 

日
場

講
内
 

時

所
師
容
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◆ 
料理紹介 

◆ 

あなたも 
作ってみませんか 

健康福祉課 内線234・ 236 
五所川原市食生活改善推進員会 

イタ1)アンペジタフルスーブ I 

丁ーマ 

叫●t嘩t製 I, 
俺った料理③」 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

沖飯詰集会所 11月 9 日（刃 10:30-」 12:00 

農村婦人の家（小曲） 11月10日困 10:00-12:00 

姥落集会所 11月10日（加 10:30-12:00 

南新集会所 11月11日（わ 12:30-13:30 

稲実集会所 11月12日園 10:30-12:00 

桜田集会所 11月15日（月） 10 :30へ一 12:00 

コミュニテイセンター七和 11月17日（加 11 : 30~ 13: 00 

藻川コミュニテイ消防センター 11月19日金 11 :00-12:30 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・保健センター 11月10日困 10:00 --12:00 

みんなの健康教室 
◇日 時・・・11月26日金 13時～14時 

◇場 所・・・働く婦人の家・保健センタ1 3階ホール 

◇テーマ・・・「ウィルス性肝炎」 

◇講 師…瀬川政信先生（瀬川内科クリニック） 

◇主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内（バス巡回） 

期 日 時 	間 場 	 所 

11月10日困 9 :30-15 :30 五所川原第一高等学校 

11月12日金 9 :30--14 :30 （成分献血）保健センター 

/ 
材料（6人分） 

玉ねぎ 	1/2個 	にんじん 	1/2本 

セロリ 	1/2本 	じゃがいも 	 1 個 

にんにく 	 1 片 	ベーコン 	 2 枚 

マカ口二 	30 g 	バター 	20 g 

	

万能ねぎ 		1 本 粉チーズ 

	

スープ液 	力ップ 6 
a （水カップ 6 ／固形スープの素 3 個） 

	

白ワイン 	大さじ 3 

	

× 塩・こしょう 	各少々 

【作り方】 

①玉ねぎは薄切りにする。にんじん、セロリ、じゃがいも

は 4 cm長さのせん切りにする。にんにくはみじん切り

にし、ねぎは小口切りにする。ベーコンは 5 mm幅の細

切りにする。 

②鍋にバターを入れて溶かし、にんにくを妙めて香りが

でたら、野菜とベーコンを加えて妙める。 

③野菜が透き通ったら、a とマカ口ニを加えて火を通す。 

④野菜が柔らかくなったら、塩とこしょうで味を調える。 

⑤器に④のスープを盛り、ねぎを散らし、粉チーズをか

けていただく。 

粉ラーズ小さじ1杯(2g）には力ルシウムが26 
mgも含きれき弓0お料理の仕上けに振りかける

だけで手軽に力ルシウムが摂れ、昧にコクとアワ

セソトがでまうo冷蔵庫で固く葛ったラーズも擦

りおろ弓と粉ヲーズが作れるのでお試しください0 

、露議時」】響』1 にョ’ 
月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

11月 3 日 水 瀬川内科クリニック 松島町 1 丁目79 33-0202 

11月 7 日 日
  

木村内科医院 松島町 2 丁目89-4 35-2815 

11月14日 日
  

川崎胃腸科内科医院 敷島町56 	1 34-3330 

※ 1．対応~ 時匿 「（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介丑34-4999）で紹介します。 

1 人分：115k ca 塩分1.3g カルシウム27mg 
	× 

1
2
2
0適
 

個
枚
 
g
量
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